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研究データ管理の背景
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研究データ管理とは

Research Data Oxford, About RDM 
http://researchdata.ox.ac.uk/home/introduction-to-rdm/

ある研究プロジェクトにおいて使用された、または生成さ
れた情報を、明示的に組織化・構造化した上で保管・管
理すること。

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の日々の情報の
取り扱い

研究後のデータの公開
や長期的なの保管

研究データ管理 (RDM: Research Data Management)
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研究データのライフサイクル
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研究データの内容と形式

• ⽂書ファイル、スプレッドシ
ート

• 研究ノート、フィールドノー
ト（野外調査の記録）、⽇誌

• アンケート、転写物、コード
ブック

• ⾳声テープ、ビデオテープ
• 写真、フィルム
• スライド、⼈⼯物、標本、サ
ンプル

• 統計的なデータファイル

• 試験・検査への反応、応答
• 研究の過程で獲得され、⽣成
されたデジタル資料のコレク
ション

• データベースのコンテンツ（
ビデオ、⾳声、テキスト、画
像）

• モデル、アルゴリズム、スク
リプト

• アプリケーションソフト
• ⽅法論、ワークフロー
• 標準的な操作⼿順

データの内容（例） データの形式（例）
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研究データ管理を学術機関で整備

•研究者はこれまでも研究室や専⾨分野ごとの慣習で、研究データ管理

をしてきた、その重要性は変わらない

•しかし、「説明責任」の観点では、組織的なRDMを実施する必要があ

り、研究者が所属する機関が研究公正の責任を取る必要がある

研究公正

•個々の研究者がRDMを実施するために「ITインフラ」を調達・運⽤する

ことは、負担が⼤きく⾮効率的であり、永続性も担保されない

•学術機関にとってRDM環境を整備することは、オープンサイエンス時

代における研究推進につながる

研究推進

研究データ管理を学術機関で整備
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研究データ管理とは何をすれば良いのか

学内での研究データ管
理の位置付・⽅針決定

研究データ管理規定（ポリシー）

機関リポジトリ運⽤規則（利⽤規程、データの
エンバーゴ/破棄期間の設定等）

情報基盤の整備 ストレージ、機関リポジトリ、認証、
セキュリティ

各⼿続きのためのシステム構築・運⽤
（10年保存（研究者転出等への対応含む）、
公開・⻑期保存、研究評価等向け可視化）

研究データ管理体制 研究データ管理の事務体制
（DMP, 研究データ10年保存）
研究過程における研究データ管理
（データ構造化、管理、説明資料等付加）
研究データ登録・申請⼿続き
（根拠データ、公開データ、⻑期保存データ）
研究データ保存・公開⼿続き（保存・公開前の
内容確認、データ管理情報等の付与）

啓蒙啓発、研修体制 データ管理計画（DMP）作成⽀援

研究データ管理研修
（院⽣・研究者向け、研究⽀援者向け）

研究データ利⽤体制 研究評価・研究戦略策定のための利⽤体制と⼿続

共同研究、産学連携等のための連携体制と利⽤

⼤学執⾏部 研究推進部

⼤学図書館 研究推進部

情報基盤センター

情報基盤センター

研究推進部

研究者、研究室スタッフ

URA

研究者、研究室スタッフ

⼤学図書館

⼤学図書館研究推進部

⼤学図書館 研究推進部

URA

URA 研究推進部
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NII Research Data Cloud (NII RDC)

• 研究データの管理基盤、公開基盤、検索
基盤の３つの基盤から構成
– 公開基盤︓機関リポジトリのクラウドサービス

JAIRO Cloudと検索基盤を研究データを扱えるよう
に拡張

– 検索基盤︓⽂献検索サービスCiNiiを研究データも扱
えるように拡張

– 管理基盤︓研究を実施する過程でデータを管理し、
内部共有するための基盤

• ３つの基盤を有機的に繋げることで、オ
ープンサイエンス時代の研究ワークフロ
ーを⽀える環境を構築
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オープンサイエンス 研究データ基盤

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデー
タリポジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情
報とも関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発⾒のプロセスをサポート

⻑期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利⽤

⾮公開 共有 公開
• データ管理基盤における簡便な操作で研究
成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタ
データや公開レベル統計情報などの管理機
能の提供

• データ収集装置や解析⽤計算機とも連携
• 研究遂⾏中の研究データなどを共同研究者
間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利⽤
が可能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

直結

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機

データ管理基盤

次期

これまでに研究データの共有や公開の機会がなかった分野の研究者も活⽤
できる基盤として学際的なオープンサイエンスの実現を⽬指す
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NII Research Data Cloud︓研究データ基盤
「交付申請時に・・・データマネジメント
プラン（DMP）の提出を求める予定」

→ Closed   

管理基盤
公開基盤

論⽂執筆

着想

Curation

検索基盤

コラボレーション

データ発⾒

データ保存

データの
公開

実験

実験記録

計画

International
Partner

International
Partner

Open Science 
Framework 

International
Partner

国際的な連携のもとで研究デ
ータ基盤構築を促進
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GakuNin RDM 概要

• どの⼤学組織や研究分野でも共通で利⽤
できる研究データ管理のためのプラット
フォームとして、全国の⼤学に向けWeb
サービスとして提供

• 研究者がDMPに基づき、パソコンやスマ
ートフォンから研究データをアップロー
ドしてWeb上で管理

• 学内で提供されているストレージサービ
ス、いわゆる機関ストレージと連携

• 研究者が共同研究者とデータを共同管理
12
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GakuNin RDM 概要

• 研究証跡の情報を管理するために、研究
者がシステムにアップロードした研究デ
ータを編集すると、変更されたファイル
は変更した時刻を証明する情報と合わせ
て保存

• 今後の開発予定
– パソコンのディレクトリとストレージを同期するデ
スクトップクライアント機能

– データ公開基盤WEKO3と連携して研究者⾃⾝がデー
タを公開するための機能

– データ分析を⾏うためのデータ解析基盤（例
JupyterHub）との連携機能など 13
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研究者 機関

データ共有とクレジット

可視化

トレーサビリティ
⽣産性向上

研究倫理

研究推進
データ共有による研究効率の上昇
資⾦提供元や産業界のポリシー要求を満⾜

研究公正
研究不正を抑⽌・追跡調査できること
研究における疑念⾏為を抑⽌・追跡調査できること

GakuNin RDMのサービスヴィジョン

データ管理計画 (DMP) 作成【機密性2・完全性2】

ストレージ、デスクトップ連携【可⽤性2・完全性2】

Wikiの実験ノート化【機密性2・可⽤性2・完全性2】

研究プロジェクト管理【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データセットのメタデータ付与【可⽤性2・完全性2】

バックアップ【可⽤性2・完全性2】

データ⼀元管理【完全性2】

研究証跡の保存【完全性2】

研究不正防⽌

研究証跡保存【機密性2・可⽤性2・完全性2】

データアーカイブ【完全性2】

第三者認証【可⽤性2・機密性2・完全性2】

暗号化【機密性2】

メタデータ互換【完全性2】

10年保存対応【可⽤性2・機密性2・完全性2】

著作権、ライセンス管理【完全性2】

RDM基盤構築

RDMサービス（ワークフロー）【機密性2・可⽤性2・完全性2】
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マルチクラウドファイルマネージャー

プレビュー機能

バージョン管理
ディスカッション機能

プロジェクト⽤Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理

基本機能

（研究者向け機能）
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GakuNin RDMのストレージ⽅式

標準ストレージ （NIIストレージ）
– 研究者1⼈当たり100GBまで利⽤可能な無料ストレージ
– 新規プロジェクト作成の直後から利⽤可能

拡張ストレージ
– 研究室毎に各ストレージのアカウント情報を紐付け可能
– 研究プロジェクト毎に異なるバケットの指定が可能

機関ストレージ
– 機関のシステム管理者が学内提供のストレージをデフォル
トストレージとして１種類指定可能

– 管理側でルートディレクトリを⼀つ指定
– プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
– 拡張ストレージも併⽤可能
– NIIストレージは併⽤不可
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GakuNin RDM︓標準ストレージ

研究データ管理サービス

WebアプリはNIIが提供 （システム管理者向け機能）

標準ストレージ

（NIIストレージ）

NII提供

・研究者1⼈当たり100GBまで利⽤可能な無料ストレージ
・新規プロジェクト作成の直後から利⽤可能
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標準ストレージと拡張ストレージ

研究データ管理サービス

WebアプリはNIIが提供

拡張ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

研究室または
プロジェクト毎に準備

（システム管理者向け機能）

標準ストレージ

（NIIストレージ）

NII提供

・ユーザ毎に各ストレージのアカウント情報を紐付け可能
・研究室やプロジェクト毎に異なるバケットの指定が可能
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機関ストレージと拡張ストレージ

研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

機関毎に準備

拡張ストレージ

• 機関のシステム管理者が学内提供のストレージを
デフォルトストレージとして１種類指定可能

• 管理側でルートディレクトリを⼀つ指定
• プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
• NIIストレージは併⽤不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージも併⽤可能

S3互換

標準ストレージ

（NIIストレージ）

NII提供

（システム管理者向け機能）

研究室または
プロジェクト毎に準備

19
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機関向け管理機能

• ⼤学のストレージを接続
• 利⽤できる外部サービスの選択
• 機関利⽤者に関するログ取得
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機関ストレージと拡張ストレージ

研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

機関毎に準備

拡張ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

S3互換

標準ストレージ

（NIIストレージ）

NII提供

（システム管理者向け機能）

研究室または
プロジェクト毎に準備

• 機関のシステム管理者が学内提供のストレージを
デフォルトストレージとして１種類指定可能

• 管理側でルートディレクトリを⼀つ指定
• プロジェクト開始時に⾃動的にストレージをマウント
• NIIストレージは併⽤不可

拡張ストレージを⾮活性化することも可

21
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機関リポジトリ連携

研究者
• データ管理機能
• 研究証跡の記録機能
• 公開基盤連携機能
• ⾮公開データ⻑期保存機能
• …

図書館員・URA等⽀援者
• メタデータ管理機能
• データ公開機能
• 管理基盤連携機能
• DOI機能
• …

リポジトリ
アドオン

画面は開発中のイメージです。

（開発中）
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研究証跡保存機能

Time 
Stamp

2007.11.
8

10:05:32

時刻認証局
TSA (Time Stamp Authority)

機関管理

国⽴情報学研究所[Test]
プロジェクトログ

機関ログ

タイムスタンプリクエスト
（データのハッシュ値）

TST (Time Stamp Token)
認証局のデジタル署名

（研究代表者・研究倫理部門向け機能）
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研究証跡保存機能

• 時刻認証局の発⾏するタイムスタンプトー
クンを⽤いた研究証跡保存機能
– NII UPKI 提供のタイムスタンプサービスを利⽤
– GakuNin RDMサービス中に保存された研究データは, 

第三者機関の時刻認証局が発⾏したタイムスタンプトー
クンにより, ファイルのハッシュ値が存在した時刻をデ
ータベース中に記録. 

– これにより, データ改ざんなどの不正を抑⽌し, 不正が
発覚した際に追跡調査できる仕組みを持つ
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研究証跡保存機能

研究証跡としてファイルにタイムスタンプが正常に打たれているときは⾮表⽰
プロジェクト管理者は確認してタイムスタンプを再打刻可能

（研究代表者・研究倫理部門向け機能）
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多⾔語化への対応
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研究データ公開基盤（WEKO3）

• 現在のJAIRO Cloudのベースソフトウェ
アWEKOの後継ソフトウェア

• 以下を基本⽅針として開発
① JAIRO Cloudの運⽤で洗練されてきた機能を踏襲
・強化

② JAIRO Cloudサービスとしての可⽤性・信頼性・
保守性を確保

③ ⽂献リポジトリだけでなく研究データリポジトリ
としての機能要求に対応

28
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研究データ公開基盤（WEKO3）

• 研究データの多様性に対応し、機関におけ
る研究データの公開を⽀援
① ファイルプレビュー機能
② メタデータ管理機能
③ ワークフロー機能の強化

• 機関における研究データの受け⼊れフローの多様化を想定し、
フロー内容や実⾏権限の変更がカスタマイズ可能なワークフロ
ー機能を実装
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データ公開基盤 － 次期JAIRO Cloud/WEKO3

IR IR IR

運⽤・管理

システム

開発

• ⽂献リポジトリとして
– 機関や研究費助成機関からの義務

化に対応
• 機関内における異なるワークフローに対応
• 登録や公開のワークロードを軽減

– JAIRO Cloudサービスとしての成熟
• 国内の全機関が利⽤してもサービスの可⽤

性・信頼性・保守性を担保

• データリポジトリとして
– 論⽂と関連したエビデンスデータの簡

便な登録
– 多様な利⽤形態や機能要件に対応
– スケーラビリティを確保
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次期JAIRO Cloudの⽅向性

機関リポジトリ

デジタルアーカイブ

データリポジトリ

研究
データ

学術
論⽂

メタデータ＋
永続的識別⼦

ランディングペ
ージ

機関における学術論文・研究データ公開を支援

WEKO3

学術論⽂・
研究データ

デジタル
画像

研究データ

����
•�
�	����

• NII RDC (Research Data Cloud)
• +.��*"'/�&#������

• GakuNin RDM��
• +.��*"
���GakuNin RDM
• �
����$(�0-���
•  �������

•��������
• !,��	����
• !,��)%��

2
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次期JAIRO Cloud新機能︓マルチリポジトリ機能

同一機関に存在する
複数のリポジトリを

一つのリポジトリとして統合可能

インデックスツリーの部分を

大型研究プロジェクト用のリポジトリなど

異なる表示で表現可能
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次期JAIRO Cloud: 限定公開

承認ワークフロー機能を⽤いた限定公開コンテンツの共有

コンテンツ利⽤には利⽤申請が必要
利⽤申請は承認ワークフロー機能に則って処理

承認後、コンテンツ利⽤が可能

限定公開コンテンツに対するアクセス制御（実装予定）

コンテンツに対するアクセスコントロールの種類
• 公開
• 限定公開

• エンバーゴ（⼀定期間後公開）
• ログインユーザのみ
• 利⽤申請（承認されたユーザのみ）
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次期JAIRO Cloud: GRDMとJCの連携機能

GakuNin RDMからの操作で次期JAIRO Cloudと連携

登録
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次期JAIRO Cloud ︓アイテム詳細ページ

メタデータ

インデックス
コンテンツ＋プレビュー

識別⼦

統計

引⽤情報

出⼒

アイテムタイトル

※開発中画面 35



National Institute of Informatics

次期JAIRO Cloud ︓コンテンツ詳細ページ

インデックス
コンテンツ

プレビュー

更新履歴＋利⽤統計
※開発中画面36
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CiNii Research

• 従来のCiNiiは学術成果情報を主な検索対
象としていたが、CiNii Researchでは広
く研究活動に関わるものを検索対象
– 論⽂や図書といった伝統的な研究成果物だけではな
く、研究データやソフトウェアといった新しいタイ
プの研究成果物や、KAKENが扱っているような研究
プロジェクトや研究者といった研究活動に関わる様
々な事象をつなぐ

• これによって、今読んでいる論⽂に使わ
れているデータを探したいといったよう
に、様々な切り⼝から検索して、関連す
る情報を辿ることで⽬的のものを発⾒
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CiNii Research

• 様々なデータソースからメタデータを収集
– CiNiiの論⽂2,000万件や図書1,200万件、KAKENの研
究者20万⼈・助成60万プロジェクトに加えて、IRDB
を介した各⼤学機関リポジトリ、JaLCやDataCiteとい
った研究データのためのDOI登録機関、ならびに分野
データリポジトリなど

• 学術情報資源の間を名寄せして関係リンク
〜CiNiiナレッジグラフ〜を構築
– 関係リンクとは、例えばある論⽂を書いた研究者や、
ある研究データを⽤いて書かれた論⽂、ある論⽂を引
⽤している論⽂といったように、学術情報資源間にあ
る何かしらの関係を明⽰したもの
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CiNii Research

研究データ

論⽂

研究プロジェクト

⼤規模ナレッジグラフ
・国内外のデータベースの集約
・関連情報の相互リンク

専⾨知識に依存しない研究データの発⾒
・学術論⽂からの引⽤関係
・研究者・プロジェクトの成果リスト
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今後の開発と運⽤準備

p 2019年度前半
Ø管理︓研究活動サポート機能の強化＆運⽤体制の構築
Ø公開︓ワークフロー機能強化とシステム移⾏ツール開発
Ø検索︓KBの精細化＆複数アルゴリズムの導⼊

p 2019年度後半〜2020年度前半

p 2020年度後半︓本格運⽤

スケールアウト＆運⽤システムの強化＆効率化

分野DBからの
データの取込み

連携機能の強化

JAIRO Cloud
移⾏実験

試⾏運⽤
ケーススタディ
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応⽤科学

天⽂学 農学

気象学
海洋学

化学・⽣物学
医学・薬学

データ検索基盤

データ公開基盤

データ管理基盤

研究
計画 研究

準備
データ収集

データ保存

共同研究

データ分析
考察論⽂執筆

データ
キュレーション

論⽂・データ
出版

検索
発⾒

着想

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析⽤
計算機成果論⽂ 研究データ

機関向け研究データ管理

次
期

管理
保存

検索
発⾒

検索
発⾒

公開
蓄積

各研究分野でカスタマイズしながら共通基盤（NII RDC）を有効活⽤

分野特化型
機能拡張を
プラガブル
に実現⾃然科学社会科学

物質材料科学 ⼈類学

⼈⽂学

ストレージ空間

NII Research Data Cloudの展開

NII Research Data Cloud
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研究データの活⽤・流通・管理を促進する次世代学術研究プラットフォーム
今後増⼤する研究データの効率的な収集・転送とその解析・流通・管理等を⾶躍的に容易にする共⽤プラットフォームを実現する。⽬的︓
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関連⽂献

• 込⼭悠介,林正治,加藤⽂彦,⼤向⼀輝,⼭地⼀禎“, 学術機関に向けた研究デー
タの管理と共有のための共通基盤の開発”, 情報処理学会研究報告
(Vol.2019-IOT-47 No.18) http://id.nii.ac.jp/1001/00199446/

• “国⽴情報学研究所事業案内「研究データ時代の新しい⼤学情報システム」
”, ⼤学教育と情報 2019年度 No.1（通巻166号）
http://www.juce.jp/LINK/journal/1904/04_01.html
http://www.juce.jp/LINK/journal/1904/pdf/04_01.pdf

• “国⽴情報学研究所事業案内「⼤学における研究データ管理を⽀援する新し
いサービス（GakuNin RDM）」⼤学教育と情報 2019年度 No.2（通巻
167号）http://www.juce.jp/LINK/journal/2001/03_01.html
http://www.juce.jp/LINK/journal/2001/pdf/03_01.pdf

• “国⽴情報学研究所事業案内「研究データ検索基盤CiNii Research」”, ⼤学
教育と情報 2019年度 No.3（通巻168号）
http://www.juce.jp/LINK/journal/2002/03_01.html
http://www.juce.jp/LINK/journal/2002/pdf/03_01.pdf
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